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◉掲載情報の見方
対象に明記のないものは市内在住・在学・在勤
者が対象▶催しなどで費用の記載のないものは
無料▶申し込みが必要な催しなどの持ち物は主
催者からの連絡などで確認を▶先着順の申し込
みで時間の記載のないものは午前９時から受付
▶申し込み・問い合わせなどで住所・電話番号
の記載がないものは市役所へ（業務日・時間は
月～金曜日午前９時～午後５時30分、祝休日・
年末年始を除く）
◉環境への配慮から、催しなどへの来場はでき
るだけ公共交通機関のご利用を。
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◉
今
月
の
焦
点
　
平
成
26
年
度
決
算
報
告

　

市
の
財
政
状
況
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

平
成
26
年
度
の
決
算
が
ま
と
ま
り
、
一
般
会
計
の
歳
入
総
額
は
３
６
５
億
６
０
７
１
万
６
千
円
、

歳
出
総
額
は
３
６
３
億
６
２
５
７
万
３
千
円
と
な
り
ま
し
た
（
左
上
記
円
グ
ラ
フ
参
照
）。

翌
年
度
へ
繰
り
越
す
財
源
を
差
し
引
い
た
実
質
的
な
収
支
は
、

１
８
２
７
万
９
千
円
で
、
黒
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
税
金
な
ど
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
の
か
、

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
家
庭
の
家
計
に
例
え
て
説
明
し
な
が
ら
、
市
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
財
政
課

広報かわちながの●平成27年（2015）12月号

義務的
   経費

その他
経費

（50.6％）

（39.4％）

投資的経費
（10.0％）

①人件費
62億5,510万5千円
　（17.2％）

②扶助費
86億348万円
　（23.7％）

⑥公債費
35億4,736万4千円（9.7％）

⑦普通建設事業　35億5,829万7千円（9.8％）

⑦災害復旧事業
6,585万円
　（0.2％）

③物件費
52億9,259万5千円
　（14.5％）

④補助費等　29億3,751万9千円（8.1％）

⑤繰出金
48億9,763万6千円
　（13.5％）

③維持補修費　3億5,654万円（1.0％）
⑧積立金　8億3,858万6千円（2.3％）

④貸付金　960万1千円（0.0％）

❶市税
126億3,135万4千円
　（34.5％）

❻繰越金　1億6,675万9千円（0.5％）
❼諸収入など　10億7,702万1千円（3.0％）

❷使用料及び手数料　
6億425万9千円（1.7％）

❺繰入金　
20億9,856万5千円
（5.7％）

❸地方交付税
61億1,343万円
　（16.7％）

❸国庫支出金
60億2,351万3千円
　（16.5％）

❹市債
32億4,910万円
　（8.9％）

❸府支出金
24億2,459万2千円
　（6.6％）

❸その他　17億6,967万2千円（4.8％）

自主
財源依存

財源 （46.5％）
（53.5％）

❷分担金及び負担金　4億245万1千円（1.1％）

（単位：円）
収　　　入 支　　　出

❶給与収入 103,600 ①食費 51,300
❷パート収入 8,300 ②医療費・教育費 70,600
❸親からの援助 134,000 ③光熱水費・日用品・修理 46,400
❹金融機関からの借入 26,700 ④自治会・サークルの会費 24,200
❺貯金の取り崩し 17,200 ⑤子どもへの仕送り 40,200
❻前月からの繰越金 1,400 ⑥ローンの返済 29,100
❼雑収入 8,800 ⑦家の増改築 29,700

ー ー ⑧貯金 6,900

300,000 298,400Ａ

※貯金残高、ローン残高については、
　年収360万円とした場合　

余ったお金

①人件費
　職員の給料や議員報酬
②扶助費
　生活保護費や児童手当など
　福祉に使うお金
③物件費など
　物品・原材料購入費や
　修理代など
④補助費など
　各種団体に交付する
　補助金や貸付金
⑤繰出金
　特別会計に対して
　支払うお金
⑥公債費
　市債の元金や
　利子の支払金など
⑦普通建設事業費など
　道路や学校などの
　建設や改修など
⑧積立金
　貯金に積み立てるお金

市税❶
　市民税や固定資産税など
使用料、手数料など❷

　施設使用料や
住民票交付手数料など
国庫・府支出金など❸

　国や府から
給付されるお金など

市債❹
　金融機関などから
借り入れたお金

繰入金❺
　貯金を取り崩したお金

繰越金❻
　前年度から

繰り越されたお金
諸収入など❼

　財産の売り払いや
寄附金など

※上記グラフの番号は下表の家計簿の番号と対比しており、同じ比率で家計簿の数値を算出しています。

貯金残高 875,600 ローン残高 6,325,900

B

　　－　　＝1,600Ａ B

家 計 簿
かわちながの家の

月収30万円
としたら

まちの財政状況
経常収支比率は103.9％

　

平
成
26
年
度
一
般
会
計
の
財

政
状
況
は
、
家
計
に
例
え
る

と
、
食
費
や
医
療
費
、
光
熱
水

費
、
ロ
ー
ン
返
済
金
な
ど
経
常

的
な
支
出
だ
け
で
大
部
分
を
占

め
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
支
出

が
、
給
与
収
入
や
親
か
ら
の
援

助
金
な
ど
経
常
的
に
入
る
お
金

に
対
し
て
、
ど
れ
く
ら
い
の

割
合
か
を
表
す
指
標
を
経
常

収
支
比
率
と
い
い
ま
す
。
平

成
26
年
度
の
経
常
収
支
比
率

は
１
０
３
・
９
％
と
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
日
常
の
必
要
経

費
を
給
料
だ
け
で
は
ま
か
な
え

ず
、
臨
時
的
な
収
入
で
補
填
し

て
い
る
状
況
で
す
。
な
お
、
平

成
26
年
度
は
財
政
調
整
基
金
を

6
億
7
０
０
０
万
円
取
り
崩
し

ま
し
た
。
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( 単位 : 千円 )
種 類 金 額 主な使い道
市 債 64,244,142

臨時財政対策債等 19,004,408 財源不足への対応など
通常の建設地方債 13,736,628 教育・福祉施設等整備事業債など
下 水 道 事 業 債 26,938,806 下水道事業
水 道 事 業 債   4,564,300 水道事業
基 金 8,892,603

財 政 調 整 基 金 2,416,776 財源不足への対応
減　債　基　金 416,500 借金の返済
普通建設事業基金 1,621,064 一般建設事業
その他特定目的基金 4,264,044 長寿ふれあい基金など
水 道 事 業 基 金   174,219 用地取得・施設整備など
※市民１人当たりの市債の額は581,737円、基金の額は80,523円です。

■市債・基金の状況( 単位 : 千円 )
会計名 歳　　入 歳　　出

特 別 会 計 30,345,767 29,748,410
国民健康保険事業 14,266,987 13,756,068
土 地 取 得 1,393,255 1,393,255
部 落 有 財 産 82,909 82,909
下 水 道 事 業 3,922,212 3,921,578
介 護 保 険 8,994,379 8,957,317
後期高齢者医療 1,686,025 1,637,283
水道事業会計 3,231,532 3,452,705
収 益 的 収 支 2,703,097 2,600,631
資 本 的 収 支 528,435 852,074

■特別会計・水道事業会計の決算

①実質赤字比率：一般会計などの実質的な赤字額が、
標準的な収入に対してどれくらいの割合になるかを
示すもの
②連結実質赤字比率：全会計の実質的な赤字額が、
標準的な収入に対してどれくらいの割合になるかを
示すもの
③実質公債費比率：一般会計などの実質的な借入金の返

済額が、標準的な収入に対してどれくらいの割合になる
かを示すもの
④将来負担比率：一般会計などが抱える実質的な負債の
残高が、標準的な収入に対してどれくらいの割合になる
かを示すもの
⑤資金不足比率：各公営企業の資金不足額が、事業の
規模に対してどれくらいの割合になるかを示すもの

◉用語解説

■財政健全化判断比率
（単位：％）

区 分 河内長野市

①実質赤字比率 ー
(赤字なし）

②連結実質赤字比率 ー
(赤字なし）

③実質公債費比率 5.5

④将来負担比率 ー
（将来負担なし）

⑤資金不足比率
　（水道・下水道）

ー
(資金不足なし）

350％

20％

0％

12.39％ 20％

17.39％ 30％

25％ 35％

財政健全化団体 財政再生団体財政健全団体

経営健全団体 経営健全化団体

早期健全化基準 財政再生基準

経営健全化基準

健全財政 財政悪化

◉今月の焦点　平成26年度決算報告

平成26年度主要事業
26 年度に実施した主要事業を、危機管理、協働、教育などに分類して紹介します。

問い合わせ　政策企画課

危
機
管
理

犯罪のない安全・安心の
まちづくりを推進するた
め、市内の自治会などで
管理している防犯灯のＬ
ＥＤ化への取り組みを始
めました。

災害時における避難行動要支援者
への支援に役立てるため、避難行
動要支援者名簿を作成し、地域の
支援者に名簿情報を提供するとと
もに、地域の支援体制などの構築
に取り組みました。

希望選択制に
よる中学校給
食を、市立中学
校全７校で実
施しました。

放課後に子どもたちが安全で安
心して活動できる場所を設け、地
域のみなさんの協力を得て様々
な体験の機会を提供するため、市
立小学校全13校で放課後子ども
教室を開催しました。

地域自らが地域課題に取り組む「地域まちづくり協議会」の設
立支援や活動支援を行いました。長野、小山田、川上、高向、
南花台、楠、石仏小学校区に引き続き、三日市、美加の台、千
代田、天見の各小学校区で設立され、地域の特色に応じた活動
を支援しました。

本市のこれまでの歩みを振り返り、60年の節目を市民
とともに祝う、だんじりパレードや、くろまろミュージ
カルをはじめとした合計19の記念事業を実施しました。

協  

働

教  

育

避難行動要支援者への
取り組みの推進
（534 万8千円）

市内全域で防犯灯の
LED化を推進
（1,918万1千円）

地域まちづくり協議会の設立・活性化支援
（422万3千円）

市制施行60周年記念事業の実施
（1,456万9千円）

中学校給食の全校実施
（2,363万9千円）

放課後子ども教室の
全校実施（426万6千円）

　
今
後
は
さ
ら
に
、
人
口
減
少
と
高

齢
化
に
よ
る
市
税
収
入
の
減
少
や
社

会
保
障
関
係
経
費
の
増
加
、
公
共
施

設
の
老
朽
化
対
策
関
係
経
費
の
増
加

が
見
込
ま
れ
ま
す
。
　
こ
の
よ
う
な

厳
し
い
状
況
の
中
で
、
財
政
収
支
を

踏
ま
え
た
選
択
と
集
中
に
よ
る
財
政

基
盤
の
確
立
が
よ
り
一
層
必
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
定

住
・
転
入
の
促
進
や
産
業
振
興
な
ど

に
よ
り
市
税
の
増
加
を
図
る
な
ど
、

さ
ら
な
る
歳
入
の
確
保
に
努
め
ま

す
。
歳
出
面
で
は
引
き
続
き
、
効
率

的
・
効
果
的
な
行
政
運
営
に
努
め
る

と
と
も
に
、
既
存
施
策
・
事
業
を
見

直
し
、
財
源
を
確
保
し
、
新
た
な
住

民
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
施
策
や
事
業

に
組
み
換
え
て
い
く
こ
と
で
本
市
の

発
展
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
を
展
開

し
て
い
き
ま
す
。

　
な
お
、
一
般
会
計
と
は
別
に
、
特

定
事
業
を
区
別
し
て
い
る
特
別
会
計

と
公
営
企
業
と
し
て
設
け
て
い
る
水

道
事
業
会
計
の
決
算
お
よ
び
平
成
26

年
度
末
の
市
債
・
基
金
の
状
況
は
上

表
の
と
お
り
で
す
。
一
方
、
財
政
が
健

全
に
運
営
さ
れ
て
い
る
か
の
指
標
を

表
す
財
政
健
全
化
判
断
比
率
（
下
表
）

で
は
、
い
ず
れ
の
指
標
も
早
期
健
全

化
基
準
を
下
回
り
、
現
状
で
は
健
全

な
運
営
状
態
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。
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◉今月の焦点　平成26年度決算報告

業務内容 年末 年始

し
尿
く
み
取
り
（
環
境
衛
生
課
）

定期のくみ取り
29日㈫まで ４日㈪から

※１月１日～３日の収集地域は年末に実施。

臨時のくみ取り 28日㈪まで ４日㈪から

☆申し込みは希望日の午前 10時までに環境衛生課へ。
☆簡易水洗式トイレの水の出しすぎ、水漏れにご注意を。
☆浄化槽の故障などは設置業者、管理業者に依頼を。
☆12月 23日㈷は定期のくみ取りを行います。

水
道
（
水
道
料
金
セ
ン
タ

ー
、
☎
53
・
６
６
２
１
）

修繕業務 無休。ただし、なるべく 28日㈪正午までに連絡を。
道路上などでの漏水は早急に水道料金センターへ。

引っ越しなどに伴う
開閉栓の届け出 28日㈪まで ４日㈪から

死亡したペットの収集
環境衛生課（有料） 30日㈬まで ４日㈪から

死亡したペットの持ち込み
市営斎場（有料） 30日㈬まで ３日㈰から

犬・猫の引き取り
府動物管理指導所藤井寺分室
（☎072-937-1101）

21 日㈪まで ４日㈪から

業務内容 年末 年始

ご
み
収
集
（
環
境
衛
生
課
）

も
え
る
ご
み

月・木収集 31日㈭まで ４日㈪から

火・金収集 29日㈫まで ５日㈫から

水・土収集 30日㈬まで ６日㈬から

◉もえないごみ・粗大ごみ
◉資源ごみ（ペットボ
トル、プラスチック製
容器包装、カン・ビン・
小型金属類、古紙・古布）

年末は平常どおり収集、年始は
４日㈪から
※第１金曜日（１月１日）の収集
は12月29日㈫に振り替えます。

引っ越しなどに伴う
臨時ごみ（有料）

28日㈪まで ４日㈪から

※申し込みは希望日の４日前（土・日・祝日・
　年末年始を除く）までに環境衛生課へ。

ふれあい収集
24日㈭まで ６日㈬から

※12月30日㈬・31日㈭の収集はありません。

南河内環境事業組合第２清
掃工場への直接持ち込み
（有料）

28 日㈪まで ４日㈪から

※ごみを積載し、印鑑を持って午前９時30分
　から午後４時30分までに第２清掃工場へ。

☆年末年始のごみ収集は平常時間より早くなること
があります。ご注意ください。

◉年末年始の各業務の取り扱い

施設名 年末 年始
障がい者福祉センターあかみね 26日㈯まで ５日㈫から

市民交流センター、公民館、
くろまろ館、滝畑ふるさと
文化財の森センター、市民
総合体育館、岩湧の森 四季
彩館、林業総合センター、
小山田・清見台コミュニテ
ィセンター、日野コミュニ
ティセンター、小山田・清
見台地域福祉センター、福
祉センター錦渓苑

27日㈰まで ５日㈫から

図書館
28日㈪まで ２日㈯から

※２・３日の開館は午前10時～午後５時。

ラブリーホール 29日㈫まで ４日㈪から

市立テニスコート、市立グラウン
ド、寺ケ池公園野球場、武道館

無休（施設利用の窓口申請は年末
は 27日㈰まで、年始は 5日㈫から）

施設名 年末 年始
市民公益活動支援センター、
三日市市民ホール、ノバテ
ィホール、消費生活センタ
ー、三日市窓口センター、
三日市情報コーナー、子ど
も・子育て総合センターあ
いっく、子育て支援センタ
ーちよだだい、保育所、東
部・中部・西部地域包括支
援センター、保健センター、
健康支援センター（ウェル
ネスフォレスト三日市）、資
源選別作業所、衛生処理場

28日㈪まで ４日㈪から

奥河内くろまろの郷
30日㈬まで ４日㈪から

※レストランと直売所の休業日
は12月31日～１月５日。

斎場 31日㈭まで ３日㈰から

◉各施設の年末年始開館日

市役所本庁の年末年始の業務日は、年末が28日㈪まで、年始は４日㈪からです。
なお、ごみ・し尿、水道などの業務や各施設の年末年始開館日は次のとおりです。
休業期間中、みなさんには大変ご迷惑をおかけしますが、間違いのないようご注意ください。
なお、各施設の休館情報は、市ホームページにも掲載しています。

～市役所本庁の業務日は年末が28 日まで、年始が４日から～

年 業末年始の 務案内
健康への取り組みや行動に対しポ
イントを付与することで、健康的
な生活習慣の開始・継続の動機付
けを行い、自主的な健康づくりの
促進と健康生活の定着支援に取り
組みました。

子育て世代に対して、医療費の経済的
負担を軽減することにより、より一層
子育てしやすい環境を整えるため、平
成 26 年 4 月診療分から、子どもの通
院医療費の助成対象を小学 6年生まで
引き上げ、拡充しました。

地産地消の推進による地域活性化と、地域情報の発信などによる交流
人口の増加促進を図るため、高向地区に、農産物直売所や、パン・ジ
ュース工房などを備えた、地域活性・交流拠点「奥河内くろまろの郷」
をオープンしました。

若年層の転入促進・転出抑制により、市の人口維持や人口構成の改善などを図る
ため、子育て・若年夫婦マイホーム取得補助事業を実施し、補助対象世帯に補助
金を交付しました。

観  

光

経  

済

環  
境

子ども医療費助成の拡充
（2億1,907万円）

健幸アップチャレンジ事業の実施
（122万4千円）

「ちかくて、ふかい　奥河内」をキーワードに、自然・歴史・文化資
源などを活かし、産業・観光・交流を活性化させるため、奥河内の
魅力の発信を行うとともに、「奥河内SEA TO SUMMIT」などのイ
ベントを開催しました。

本市が持つ観光資源をより効果的に活用し、観光客の増加を目指す
ため、文化財ライトアップ事業の実施や、文化財特別公開に合わせ
たシャトルバスの運行など、四季を通じた観光事業を行いました。

再生可能エネルギーの普及・活
用に努めるため、太陽光発電シ
ステムを導入する自治会に対し、
導入補助を行いました。

「もったいない市」を開催するなど、家庭で不要とな
った陶磁器製・ガラス製食器を回収し、再使用（リユ
ース）、再利用（リサイクル）を行うことで、ごみの
減量とリサイクルの推進を図りました。

健  

康

地域活性・交流拠点「奥河内くろまろの郷」の
整備（6億3,970万3千円）

子育て・若年夫婦の転入定住（マイホーム取得補助制度の導入）
を促進（3,450万円）

奥河内観光の推進（1,127万円）

四季を通じた観光事業の推進（428万円）

再生可能エネルギーの
普及・活用（20万円）

リユース・リサイクルの推進（47万5千円）
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冬の夜を彩る光
市内のイルミネーション情報

　市内の参加登録店で食事や飲食物の購入に使
えるお得なチケットを販売します。チケットは１冊
2300円で、3000円分（500円券５枚、夢バル専
用500円券１枚）の利用ができます。
販売方法　12 月７日から市商店連合会事務局
（商工会内）と一部の参加登録店で販売
利用できる期間　12月７日㈪～１月31日㈰
※各店にて限定メニューをご用意する「夢バル３
days」は１月15日㈮～17日㈰に開催▷使用しな
かった夢バル専用券は１月18日以降グルメチケッ
トとして利用できます。詳しくは問い合わせを。
問い合わせ　同事務局（☎ 53-9900）

かわちながの
ぐるぐるグルメチケット＆

夢バル３days
高野山開創1200年記念
文化財ウオーク

■ぐるっとまちじゅう博物館 2015
とき・集合　①12月12日㈯＝千代田駅、②13日
㈰＝三日市町駅▷受付はいずれも午前９時～10時
▷小雨決行
コース　①千代田駅～松林寺～盛松寺～長野神社～
烏帽子形城跡～烏帽子形八幡神社～増福寺～旧三
日市交番～月輪寺～三日市町駅（ゴール・約７㌔）、
②三日市町駅～観心寺～延命寺～岩瀬薬
師寺～松明屋～天見駅（ゴール・約10㌔）
※当日直接受付場所へ▷拝観料などは
実費が必要。詳しくは問い合わせを。
問い合わせ　ふるさと交流課

走
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
催
し
に
は
36
人
が
参
加
。

自
転
車
部
品
メ
ー
カ
ー
・
㈱
シ
マ

ノ
の
ス
タ
ッ
フ
か
ら
自
転
車
の
楽

し
み
方
の
提
案
を
受
け
た
後
、
５

つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
試
走

し
ま
し
た
。参
加
し
た
人
た
ち
は
、

市
内
の
自
然
や
名
所
、
お
店
を
巡

り
な
が
ら
、
自
転
車
な
ら
で
は
の

魅
力
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

「
く
ろ
ま
ろ
フ
ァ
ー
ム
」
で

収
穫
体
験

　

く
ろ
ま
ろ
の
郷

に
隣
接
す
る
農
地

「
く
ろ
ま
ろ
フ
ァ
ー

ム
」で
11
月
９
日
、長
野
台
幼
稚
園

と
え
ぴ
ー
く
幼
稚
園
の
園
児
た
ち

約
１
８
０
人
が
さ
つ
ま
芋
の
収
穫

体
験
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

さ
つ
ま
芋
が
土
か
ら
少
し
見
え

る
と
、
体
全
体
を
使
っ
て
力
強

く
引
っ
張
り
、
収
穫
で
き
る
と
、

満
面
の
笑
み
と
大
き
な
声
で
先
生

に
報
告
。
収
穫
し
た
さ
つ
ま
い
も

を
袋
い
っ
ぱ
い
に
持
ち
帰
り
、
自

然
の
中
で
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し

ま
し
た
。

■
奥
河
内
イ
ル
ミ
ナ
ー
ジ
ュ
〜
奥
河
内
の
自

然
と
調
和
し
た
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
〜

と
き　

12
月
５
日
㈯
〜
２
月
29
日
㈪
午
後
５

時
30
分
〜
９
時
30
分

と
こ
ろ　

府
立
花
の
文
化
園

入
場
料　

中
学
生
以
上
＝
１
０
０
０
円
、
小
学

生
以
下
＝
５
０
０
円
（
３
歳
未
満
は
無
料
）

※
入
場
に
は
チ
ケ
ッ
ト
が
必
要
▽
購
入
は
現

地
の
ほ
か
、
イ
ル
ミ
ナ
ー
ジ
ュ
事
務
局
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ（illum

inagegroup.com

）、
チ

ケ
ッ
ト
ぴ
あ
、
ロ
ー
ソ
ン
チ
ケ
ッ
ト
、
セ
ブ

ン
チ
ケ
ッ
ト
で
。

問
い
合
わ
せ　

イ
ル
ミ
ナ
ー
ジ
ュ
事
務
局

（
☎
06
・
６
４
５
２
・
６
４
５
２
）

■
ラ
ブ
リ
ー
ホ
ー
ル
ウ
イ
ン
タ
ー
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
〜
11
月
29
日
か
ら
開
催
中
〜

と
き　

12
月
25
日
㈮
ま
で
▽
時
間
は
午
後
５

時
〜
11
時

問
い
合
わ
せ　

ラ
ブ
リ
ー
ホ
ー
ル

（
☎
56
・
６
１
０
０
）

■
寺
ケ
池
公
園
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
＆
パ
ー
テ
ィ
ー

と
き　

12
月
１
日
㈫
〜
25
日
㈮
午
後
５
時
〜

９
時
（
16
日
を
除
く
）

※
12
日
㈯
・
19
日
㈯
に
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
ト

レ
イ
ン
を
開
催
（
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
５

時
〜
▽
参
加
費
は
12
日
＝
２
０
０
円
、
19
日
＝

１
０
０
円
）▽
期
間
中
の
イ
ベ
ン
ト
内
容
な
ど
詳

し
く
は
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　
（
公
財
）公
園
緑
化
協
会

（
☎
56
・
１
１
５
５
）

野
菜
の
マ
メ
知
識
❺

〜
白
菜
〜

　

白
菜
の
原
産
地
は
中
国
北
部

で
、
ア
ジ
ア
で
栽
培
が
進
み
、
明

治
時
代
に
わ
が
国
に
導
入
さ
れ

ま
し
た
。
日
本
の
気
候
風
土
や

作
型
に
適
応
し
た
品
種
が
育
成

さ
れ
、
さ
ら
に
そ
れ
ら
の
交
雑
に

よ
っ
て
数
多
く
の
一
代
雑
種
の

育
成
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
現

在
は
、
主
に
黄
芯
系
を
中
心
に
、

軟
ら
か
め
の
白
芯
系
、
変
わ
っ
た

と
こ
ろ
で
は
タ
ケ
ノ
コ
型
や
サ
ラ

ダ
向
け
の
も
の
、
ミ
ニ
サ
イ
ズ
で

扱
い
や
す
い
品
種
な
ど
も
栽
培
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
黄
芯
系
の
白
菜
が

中
心
で
す
が
、
紫
色
の
も
の
も
一

部
で
栽
培
さ
れ
て
お
り
、
店
頭
で

見
か
け
る
こ
と
も
多
く
な
っ
て
き

ま
し
た
。
地
元
産
の
新
鮮
な
白
菜

は
、
く
ろ
ま
ろ
の
郷
内
の
「
あ
す

か
て
く
る
で
河
内
長
野
店
」
で
お

買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

※
気
候
や
時
期
に
よ
っ
て
販
売
し

て
い
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
、
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

「
お
お
さ
か
河
内
材
」で
作
っ
た

自
転
車
ス
タ
ン
ド
が
登
場

　
「
奥
河
内
く

ろ
ま
ろ
の
郷
」

に
こ
の
ほ
ど
お

目
見
え
し
た
自

転
車
ス
タ
ン
ド
（
写
真
右
下
）。

こ
れ
は
三
重
県
多
気
町
の
木
材
製

材
・
加
工
業
「
桧ひ

の
き
び
と人
」
の
デ
ザ
イ

ン
と
河
内
長
野
の
木
材
「
お
お
さ

か
河
内
材
」
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
で
実
現
し
ま
し
た
。

　

近
年
、
市
内
の
豊
か
な
自
然

を
駆
け
抜
け
る
サ
イ
ク
リ
ス
ト
が

増
加
し
て
い
ま
す
。
く
ろ
ま
ろ
の

郷
に
も
、
滝
畑
ダ
ム
へ
の
道
中
や

石
川
サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス
を
経

て
、
多
く
の
人
が
立
ち
寄
ら
れ
て

い
ま
す
。
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
で

販
売
中
の
天
然
酵
母
パ
ン
は
サ
イ

ク
リ
ス
ト
の
栄
養
補
給
に
も
ぴ
っ

た
り
で
、
館
内
で
製
造
す
る
ト
マ

ト
ジ
ュ
ー
ス
も
疲
れ
た
体
を
い
や

し
て
く
れ
る
と
好
評
で
す
。

　

今
後
も
く
ろ
ま
ろ
の
郷
で
は
、
本

格
的
な
サ
イ
ク
リ
ス
ト
の
憩
い
の
場

だ
け
で
な
く
、
観
光
気
分
で
市
内

を
自
転
車
で
め
ぐ
る
拠
点
に
な
る

よ
う
、
人
と
自
転
車
に
や
さ
し
い
環

境
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

散
走
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

　

11
月
１
日
に
く
ろ
ま
ろ
の
郷
に

隣
接
す
る
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

「
木き

ん

根こ
ん

館か
ん

」
で
、
散
策
気
分
で
楽

し
め
る
サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス
を

参
加
者
で
検
討
し
、実
走
す
る「
散

通信
VOLUME 5

問い合わせ　奥河内ビジターセンター
（奥河内くろまろの郷内、☎56-9606）

ⒸこうやくんPJ



秋季全国火災予防運動
消防合同訓練を実施

　10月29日、瀬尾高圧工業㈱（西
片添町）で秋季全国火災予防運動に
伴う消防合同訓練が実施されました。
訓練には、同社職員や消防署員、消防
団員など約100人が参加。はしご車
による救出や応急処置の訓練などが
行われ、参加した人たちは、防火意識
を新たにしていました。

安全安心
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フ
ン
を
放
置
し
た
場
合
は
法
律
や

条
例
違
反
と
な
り
、
悪
質
な
場
合

に
は
罰
せ
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
散
歩
す
る
と
き
は
、
次
の
こ

と
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

①
ス
コ
ッ
プ
や
ビ
ニ
ー
ル
袋
、
フ

ン
受
け
を
持
っ
て
、
必
ず
フ
ン
の

後
始
末
を
す
る
。
持
ち
帰
っ
た
フ

ン
は
、
袋
で
２
重
に
包
む
な
ど
し

て
、
も
え
る
ご
み
に
出
す
。
ま

た
、
尿
を
し
た
場
合
に
は
、
臭
い

消
し
ス
プ
レ
ー
や
水
で
後
始
末
を

す
る
。

②
公
園
な
ど
子
ど
も
た
ち
の
遊
び

場
で
の
排
泄
は
不
衛
生
な
の
で
、

場
所
に
十
分
注
意
す
る
。

③
事
故
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
る

た
め
、
伸
び
る
リ
ー
ド
を
不
必
要

に
伸
ば
さ
な
い
。

■
猫
は
室
内
で
飼
育
を

　

猫
は
一
日
の
大
半
を
屋
内
で
過

ご
し
ま
す
が
、
屋
外
に
出
る
と
、

他
人
の
家
に
入
り
込
ん
で
フ
ン
を

し
た
り
、
花
壇
を
荒
ら
し
た
り
し

て
迷
惑
を
か
け
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
交
通
事
故
に
あ
っ
た

り
、
感
染
症
に
か
か
っ
た
り
す
る

な
ど
、
猫
に
と
っ
て
も
悪
い
結
果

を
招
く
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
猫

は
室
内
で
飼
う
よ
う
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。
問
い
合
わ
せ
は
府
動
物

管
理
指
導
所
藤
井
寺
分
室
（
☎

０
７
２
・
９
３
７
・
１
１
０
１
）へ
。

■
ペ
ッ
ト
を
安
易
に
捨
て
な
い
で

　

最
近
、
捨
て
犬
や
捨
て
猫
の
数

が
増
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
が
野

犬
や
野
良
猫
と
な
り
、
フ
ン
害
の

大
き
な
原
因
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ペ
ッ
ト
の
繁
殖
を
希
望
し
な
い
場

合
は
、
避
妊
や
去
勢
手
術
を
し

て
、
絶
対
に
捨
て
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。
捨
て
る
と
法
律
な
ど

に
よ
り
罰
せ
ら
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

■
も
し
飼
え
な
く
な
っ
た
ら
（
飼

い
犬
・
猫
）

　

何
ら
か
の
事
情
で
ペ
ッ
ト
を
飼

え
な
く
な
っ
た
ら
、
新
し
い
飼
い

主
を
探
す
努
力
を
し
て
く
だ
さ

い
。
そ
れ
で
も
だ
め
な
時
は
、
府

動
物
管
理
指
導
所
藤
井
寺
分
室

（
☎
０
７
２
・
９
３
７
・
１
１
０
１
）

へ
ご
相
談
を
。

※
飼
い
主
が
変
更
と
な
っ
た
時
は

市
役
所
へ
連
絡
を
。

問
い
合
わ
せ　

環
境
政
策
課

歳
末
特
別
警
戒
を
実
施

　

消
防
署
で
は
、
火
災
や
災
害
を

未
然
に
防
ぐ
た
め
、
消
防
車
両
に

よ
る
火
災
予
防
広
報
な
ど
の
歳
末

特
別
警
戒
を
実
施
し
ま
す
。
み
な

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

期
間　

12
月
１
日
㈫
〜
31
日
㈭

問
い
合
わ
せ　

消
防
署

（
☎
53
・
５
６
８
１
）

灯
油
の
取
り
扱
い
に

ご
注
意
を

　

事
故
防
止
の
た
め
、
次
の
点
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド
の

配
達
が
始
ま
り
ま
し
た

■
通
知
カ
ー
ド
に
関
す
る
お
問
い

合
わ
せ
は
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
☎

０
１
２
０
・
95
・
０
１
７
８
）
へ

　

11
月
下
旬
か
ら
本
市
で
も
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド
の
配
達
が

始
ま
り
ま
し
た
。
簡
易
書
留
郵
便

で
送
付
し
ま
す
の
で
、
配
達
員
か

ら
直
接
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
郵
便
局
か
ら
の
不
在
連
絡

票
が
届
い
て
い
た
場
合
は
、
そ
の

案
内
に
従
っ
て
早
め
の
受
け
取
り

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

来
年
１
月
か
ら
の
個
人
番
号

カ
ー
ド
の
利
用
開
始
に
伴
い
、
市

役
所
で
の
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

（
住
基
カ
ー
ド
）
の
発
行
は
12
月

末
を
も
っ
て
終
了
し
ま
す
。ま
た
、

住
基
カ
ー
ド
へ
の
電
子
証
明
書
の

搭
載
（
新
規
・
更
新
）
申
請
受
付

も
12
月
22
日
で
終
了
し
ま
す
。
現

在
お
持
ち
の
住
基
カ
ー
ド
や
、
住

基
カ
ー
ド
内
の
電
子
証
明
書
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
有
効
期
間
内
は
そ
の

ま
ま
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
た
だ

し
、
有
効
期
間
満
了
後
の
更
新
は

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
必
要
な
場
合

は
個
人
番
号
カ
ー
ド
へ
の
切
り
替

え
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

市
民
窓
口
課

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
便
乗

し
た
詐
欺
な
ど
に
ご
注
意
を

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
便
乗
し

た
不
正
な
勧
誘
な
ど
の
情
報
が
相

談
機
関
な
ど
に
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。
国
の
関
係
省
庁
や
市
な
ど
が
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
通
知
や
利
用
、

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交
付
手
続
き

で
、
口
座
番
号
や
暗
証
番
号
、
所

得
や
資
産
の
情
報
、
家
族
構
成
や

年
金
・
保
険
の
情
報
な
ど
を
聞
い

た
り
、
お
金
を
要
求
し
た
り
す
る

こ
と
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
を
お
願
い
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
う
し
た
電
話
や
手
紙
、
訪
問

な
ど
に
は
応
じ
ず
、
内
容
に
応
じ

て
左
記
の
相
談
窓
口
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

行
政
改
革
課

市政と関連情報 モックル生活ガイド

◎
灯
油
専
用
の
ポ
リ
容
器
を
使
用

し
、
古
く
な
っ
た
容
器
は
交
換
す

る
。

◎
物
置
な
ど
暗
く
て
温
度
の
低
い

場
所
に
保
管
し
、
雨
・
風
・
日
光

の
当
た
る
場
所
は
避
け
る
。

◎
安
全
の
た
め
必
要
量
以
上
の
保

管
は
し
な
い
。

◎
灯
油
用
ポ
リ
容
器
に
ガ
ソ
リ
ン

は
絶
対
に
入
れ
な
い
。

◎
火
の
気
の
な
い
場
所
で
給
油
す

る
。

◎
ス
ト
ー
ブ
は
火
を
つ
け
た
ま
ま

で
給
油
し
な
い
。
給
油
後
は
燃
料

タ
ン
ク
の
口
金
が
し
っ
か
り
締

ま
っ
て
い
る
か
確
認
す
る
。

◎
ス
ト
ー
ブ
の
上
部
な
ど
で
洗
濯

物
を
干
し
た
り
、
カ
ー
テ
ン
や
ふ

と
ん
な
ど
燃
え
や
す
い
も
の
の
近

く
で
使
用
し
な
い
。

◎
不
完
全
燃
焼
に
よ
る
Ｃ
О
中
毒

を
防
ぐ
た
め
、換
気
は
必
ず
行
う
。

◎
排
水
口
や
河
川
、
側
溝
な
ど
に

は
絶
対
に
捨
て
な
い
。

※
不
要
に
な
っ
た
灯
油
の
処
分
は

販
売
店
ま
た
は
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン

ド
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

消
防
本
部
予
防
課

（
☎
53
・
３
６
９
９
）

安全安心

ペ
ッ
ト
を
飼
う
時
は

愛
情
と
責
任
を
持
っ
て

　

犬
や
猫
な
ど
の
ペ
ッ
ト
は
、
人

間
の
大
切
な
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ

り
、家
族
の
一
員
で
す
。
し
か
し
、

飼
う
人
が
き
ち
ん
と
世
話
を
し
な

け
れ
ば
、
他
人
に
迷
惑
を
か
け
る

有
害
な
動
物
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
し
っ
か
り
し
つ
け
を
し
て
飼

う
こ
と
も
、
飼
い
主
の
愛
情
と
責

任
で
す
。

■
散
歩
す
る
と
き
は

　

ペ
ッ
ト
の
排
泄
は
、
散
歩
中
に

さ
せ
な
い
の
が
理
想
で
す
。
散
歩

中
は
特
に
他
人
の
住
居
周
辺
な
ど

は
避
け
、
迷
惑
の
か
か
ら
な
い
所

で
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
ペ
ッ
ト
の

暮
ら
し

◉ペットボトルなどの回収
ところ ペット

ボトル
飲料用
紙パック

発泡スチロ
ールトレイ

イズミヤ河内長野店 ● ● ●
サンプラザ三日市駅前店 ● ● ●
サンプラザ河内長野店 ● ● ●
西友千代田店・生鮮市場ばんばん ● ● ●
オークワ河内長野店 ● ● ●
関西スーパー河内長野店 ● ● ●
松源河内長野店 ● ● ●
コノミヤ南花台店 ● ● ●
コノミヤ北青葉台店 ● ● ●
デイリーカナートはやし美加の台店 ● ● ●
いずみ市民生協河内長野支所
（毎月第３金曜日午前10時～正午） ー ● ー

★回収時間は業務時間中（いずみ市民生協河内長
野支所を除く）。
★回収ボックスに汚れたままのものや異物を入
れないでください。

◉食用廃油の回収
ところ 12月 1月

千代田公民館 14日 18日
南花台公民館 17日 21日
高向公民館 ー 20日
加賀田公民館 11日 ー
三日市公民館 25日 ー
くすのかホール ー 25日
あやたホール 28日 ー

★回収時間は午前10時～ 11時▷千代田・南花
台公民館は午前11時 30分まで。
★エンジンオイルなどの鉱物油は絶対混入しな
いでください。
★食用廃油回収協力店を募集中▷協力いただけ
る店舗は環境政策課へご連絡ください。

◉相談窓口◉
■マイナンバー制度全般の相談
内閣府マイナンバー専用コール
センター　☎0120-95-0178
■不審な電話などを受けたら
消費者ホットライン　☎ 188
■詐欺などに遭われたら
警察相談専用電話　☎#9110

「
活
動
を
通
し
、
さ
ら
な
る
交

流
を
深
め
、
み
ん
な
が
住
み

た
い
ま
ち
に
し
て
い
き
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。（
写
真
①
）。

■
街
頭
で
防
犯
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
実
施

　

10
月
11
日
か
ら
20
日
ま
で
、

全
国
地
域
安
全
運
動
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
防
犯

意
識
の
高
揚
を
目
指
し
、
安

全
な
ま
ち
を
つ
く
る
こ
と
を

目
的
に
し
た
運
動
で
す
。
市

内
で
は
河
内
長
野
防
犯
協
議

会
の
メ
ン
バ
ー
や
警
察
ら
が
、

ス
ー
パ
ー
な
ど
で
啓
発
物
品

を
配
布
し
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

実
施
し
ま
し
た
。（
写
真
②
）。

地
域
で
支
え
る
安
全
安
心
の
ま
ち

■
美
加
の
台
防
犯
協
力
見
守

り
隊
が
府
安
全
な
ま
ち
づ
く

り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
表
彰

を
受
賞

　

安
全
な
ま
ち
づ
く
り
活
動

を
先
駆
的
、
意
欲
的
に
実
践

し
て
い
る
団
体
と
し
て
、
大
阪

府
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
表
彰
を
受
賞

し
た
美
加
の
台
防
犯
協
力
見

守
り
隊
が
11
月
11
日
、
市
役

所
を
訪
問
し
、
芝
田
市
長
に

受
賞
を
報
告
し
ま
し
た
。
今

回
の
受
賞
は
子
ど
も
の
見
守

り
や
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
の
活

動
実
績
が
高
く
評
価
さ
れ
た

も
の
で
、
飯
田
耕
平
代
表
は①

暮らし

②

安
全
安
心
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性
の
向
上
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

対
象　

体
力
や
身
体
機
能
の
低

下
を
感
じ
、
運
動
習
慣
が
な
い
40

〜
64
歳
で
、
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー

（
ウ
ェ
ル
ネ
ス
フ
ォ
レ
ス
ト
三
日
市
）

を
利
用
し
た
こ
と
が
な
い
市
民

と
き　

12
月
22
日
㈫
〜
３
月
７
日

㈪
の
う
ち
11
回
▽
主
に
火
曜
日
の

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分
に
実

施
▽
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
を

と
こ
ろ　

健
康
支
援
セ
ン
タ
ー

定
員　

25
人
（
選
考
）

申
し
込
み　

12
月
11
日
ま
で
に
電

話
で
同
セ
ン
タ
ー
（
☎
62
・
１
９

１
９
）
へ

健康 市政と関連情報 モックル生活ガイド

タ
ッ
フ
か
ら
学
ぶ
教
室
で
す
。

対
象　

血
糖
・
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
Ａ

１
ｃ
が
高
め
（
Ｎ
Ｇ
Ｓ
Ｐ
値
６
・

９
％
未
満
）
で
、
治
療
を
受
け
て

い
な
い
40
歳
以
上
の
市
民

と
き　

１
月
19
日
㈫
、
２
月
２
日

㈫
・
16
日
㈫
午
後
１
時
30
分
〜
４

時
▽
３
回
シ
リ
ー
ズ

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み　

12
月
７
日
か
ら
電
話

で
同
セ
ン
タ
ー
へ

理
学
療
法
士
に
よ
る

相
談
（
予
約
制
）

　

理
学
療
法
士
が
個
人
に
合
っ
た

運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
し
ま
す
。

対
象　

介
護
認
定
を
受
け
て
い
な

い
40
歳
以
上
の
市
民
▽
利
用
は
原

則
１
回
の
み

と
き　

１
月
22
日
㈮
午
前
９
時
30

分
〜
正
午

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー
▽
自
宅

へ
の
訪
問
も
で
き
ま
す

申
し
込
み　

電
話
で
同
セ
ン
タ
ー
へ

40
代
か
ら
の
は
じ
め
て

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
教
室

　

運
動
習
慣
を
身
に
付
け
、
筋
力

ア
ッ
プ
や
バ
ラ
ン
ス
能
力
、
柔
軟

健
幸
ア
ッ
プ
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
の

応
募
は
12
月
25
日
ま
で

　

健け
ん

幸こ
う

ア
ッ
プ
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業

の
応
募
期
限
は
12
月
25
日
で
す
。

応
募
方
法
な
ど
詳
し
く
は
同
事
業

冊
子
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

た
ば
こ
相
談
（
予
約
制
）

対
象　

た
ば
こ
を
や
め
た
い
市
民

と
き　

12
月
21
日
㈪
午
後
２
時
〜

４
時

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

内
容　

卒
煙
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど

申
し
込
み　

電
話
で
同
セ
ン
タ
ー
へ

糖
尿
病
予
防
教
室

　

医
師
に
よ
る
講
義
の
ほ
か
、
血

糖
値
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
た
め

の
食
事
や
運
動
に
つ
い
て
専
門
ス

温
材
（
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
な
ど
で

市
販
▽
毛
布
や
布
で
も
可
）
を
巻

き
、
ぬ
れ
な
い
よ
う
に
ビ
ニ
ー
ル

テ
ー
プ
や
ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
を
か

ぶ
せ
る
。

■
凍
結
し
て
水
が
出
な
い
時

　

凍
結
し
た
部
分
に
タ
オ
ル
を
か

ぶ
せ
て
、
ぬ
る
ま
湯
を
ゆ
っ
く
り

と
か
け
る
。

※
破
裂
の
恐
れ
が
あ
る
の
で
熱
湯

は
絶
対
に
か
け
な
い
で
く
だ
さ
い
。

■
凍
結
し
て
破
損
し
た
時

　

止
水
栓
を
閉
め
て
水
を
止
め
、

水
道
料
金
セ
ン
タ
ー（
市
役
所
内
、

☎
53
・
６
６
２
１
）
に
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

水
道
課

40
歳
以
上
で
平
成
27
年
度
に
奇
数

年
齢
に
な
る
か
平
成
26
年
度
に
未

受
診
の
女
性
市
民

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

費
用　

大
腸
が
ん
・
肺
が
ん
＝
各

５
０
０
円
、
胃
が
ん
・
乳
が
ん
＝

各
１
０
０
０
円

申
し
込
み　

電
話
で
同
セ
ン
タ
ー

へ
（
先
着
順
）
▽
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
申
し
込
み
可

※
実
施
日
は
４
月
に
配
布
し
た

「
す
こ
や
か
健
康
年
間
事
業
案
内
」

ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
参
照

を
▽
生
活
保
護
世
帯
の
人
は
費
用

免
除
制
度
が
あ
り
ま
す
。

医
療
機
関
で
実
施
す
る

が
ん
検
診
（
有
料
）

■
２
〜
３
月
の
乳
が
ん
検
診
の
申

し
込
み
（
大
阪
南
医
療
セ
ン
タ
ー

実
施
分
）

対
象　

40
歳
以
上
で
平
成
27
年
度

に
奇
数
年
齢
に
な
る
か
平
成
26
年

度
に
未
受
診
の
女
性
市
民

と
き　

毎
月
第
２
・
４
土
曜
日

費
用　

１
０
０
０
円

申
し
込
み　

12
月
11
日
ま
で
に
電

話
で
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
（
抽
選
）

▽
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
申
し

込
み
可

※
定
員
を
超
え
た
場
合
、
第
３
土

ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

市
で
は
、
地
球
温
暖
化
防
止
に

向
け
た
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、

次
の
日
時
に
一
斉
に
電
気
を
消
す

ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

実
施
し
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
家
庭

や
事
業
所
で
も
電
気
を
消
し
て
、

地
球
環
境
の
た
め
に
何
が
で
き
る

か
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象　

本
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
趣
旨

に
賛
同
す
る
事
業
所
、
個
人
の
自

宅
、
公
共
施
設
な
ど

と
き　

12
月
16
日
㈬
午
後
８
時
〜

９
時

※
通
行
に
支
障
の
あ
る
場
所
な
ど

は
消
灯
し
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ　

環
境
政
策
課

水
道
管
な
ど
の

凍
結
を
防
止
し
ま
し
ょ
う

　

こ
れ
か
ら
の
時
期
、
気
温
が
氷

点
下
に
な
る
と
、
屋
外
の
水
道
管

や
蛇
口
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
受
水
施

設
な
ど
で
水
が
凍
結
し
た
り
、
管

が
破
裂
し
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
ら
を
防
ぐ
た
め
、
早

め
に
防
寒
対
策
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
防
寒
の
方
法

　

屋
外
の
水
道
管
や
蛇
口
に
は
保

健
康

問
い
合
わ
せ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

〒
586-

０
０
１
２
菊
水
町
２
の
13

（
☎
55
・
０
３
０
１
）

※
対
象
の
記
載
が
な
い
同
セ
ン

タ
ー
の
事
業
は
市
民
が
対
象
。

曜
日
と
そ
の
前
の
平
日
の
２
日
間

コ
ー
ス
を
設
定
し
ま
す
▽
各
日
定

員
あ
り
（
抽
選
）
▽
生
活
保
護
世

帯
の
人
は
事
前
に
保
健
セ
ン
タ
ー

へ
問
い
合
わ
せ
を
。

ク
ー
ポ
ン
券
で
の

が
ん
検
診
受
診
は
お
早
め
に

　

対
象
者
に
８
月
に
送
付
し
た
次

の
が
ん
検
診
受
診
ク
ー
ポ
ン
券

は
、
来
年
３
月
末
が
使
用
期
限
で

す
。
申
し
込
み
が
遅
く
な
る
と
期

限
内
に
受
診
で
き
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
子
宮
頸け

い

が
ん
＝
20
歳
の
女
性
市

民　

▼
乳
が
ん
＝
40
歳
の
女
性
市

民　

▼
大
腸
が
ん
＝
40
・
45
・
50
・

55
・
60
歳
の
市
民

※
年
齢
は
平
成
27
年
４
月
１
日
時

点
。

歯
周
疾
患
検
診（
無
料
）と

骨
粗
し
ょ
う
症
検
診（
有
料
）

　

歯
周
疾
患
検
診
（
対
象
＝
平
成

28
年
３
月
31
日
時
点
で
40
・
50
・

60
・
70
・
80
歳
の
市
民
）
と
骨
粗

し
ょ
う
症
検
診
（
対
象
＝
同
時
点

で
40
・
45
・
50
・
55
・
60
・
65
・

70
歳
の
女
性
市
民
）
の
受
診
券
を

４
月
に
送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、

来
年
３
月
末
ま
で
に
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
受
診
券
が
届
い

て
い
な
い
人
や
、
４
月
以
降
に
転

入
し
、
転
入
前
の
住
所
地
で
同
検

診
を
受
診
し
て
い
な
い
人
は
、
保

健
セ
ン
タ
ー
に
連
絡
を
。

す
こ
や
か
体
操
教
室

■
膝ひ

ざ

伸
展
筋
力
測
定
・
膝
痛
予
防

の
話
と
体
操

対
象　

65
歳
以
上
の
市
民

と
き
・
と
こ
ろ　

①
12
月
18
日
㈮

＝
三
日
市
市
民
ホ
ー
ル
（
フ
ォ
レ

ス
ト
三
日
市
内
）、
②
22
日
㈫
＝

キ
ッ
ク
ス
▽
時
間
は
い
ず
れ
も
午

前
９
時
45
分
〜
11
時
45
分

定
員　

各
30
人
（
先
着
順
▽
①
②

い
ず
れ
か
の
み
）

申
し
込
み　

12
月
７
日
か
ら
電
話

で
い
き
い
き
高
齢
課
へ

問
い
合
わ
せ　

い
き
い
き
高
齢
課

認
知
症
カ
フ
ェ
に
集
ま
ろ
う

　

認
知
症
の
人
や
家
族
、
地
域
住

民
ら
が
集
う
「
認
知
症
カ
フ
ェ
」。

市
内
で
４
つ
目
と
な
る
「
カ
フ
ェ

楓
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。
気
軽
に

お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

と
き　

毎
月
第
３
木
曜
日
午
後
２

時
〜
４
時

と
こ
ろ　

サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者

向
け
住
宅
「
寿
里
苑
風
香
」（
昭

栄
町
３
の
56
）

※
喫
茶
代
な
ど
の
実
費
が
必
要
▽

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
を
。

問
い
合
わ
せ　

い
き
い
き
高
齢
課

問い合わせ　健康支援センター
ウェルネスフォレスト三日市

☎62-1919

適度な運動と
バランスの良い食事で
健康を保ちましょう！

( )

保
健
セ
ン
タ
ー
で
実
施
す
る

が
ん
検
診
（
有
料
）

検
診
内
容
・
対
象　

大
腸
が
ん
・

胃
が
ん
・
肺
が
ん
の
各
検
診
＝
40

歳
以
上
の
市
民
、
乳
が
ん
検
診
＝

い
き
い
き
介
護
教
室

　

Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
見
な
が
ら
、
み
ん
な

で
楽
し
く
身
体
を
動
か
し
ま
す
。

交
流
会
も
行
い
ま
す
。

対
象　

家
族
の
介
護
を
し
て
い
る

市
内
在
住
者

と
き　

12
月
16
日
㈬
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

東
部

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
52
・

０
１
８
０
） 高

齢
者

予防接種による
疾病の救済制度

　平成25年３月末までに本市の助
成により、ヒトパピローマウイルス
ワクチン、ヒブワクチン、小児用肺
炎球菌ワクチンのいずれかを接種後
に、何らかの症状が生じ医療機関に
入・通院した人は、接種との関連性
が認定されると医療費・医療手当が
支給される場合があります。心当た
りのある人は至急問い合わせを。
問い合わせ　独立行政法人医薬品
医療機器総合機構（0120-149-931
または03-3506-9411）

認知症高齢者の見守りにご協力を
～早期発見ステッカーを作成～

　市では、認知症で徘徊する高齢者の早期発見と身元
確認に役立てようと、靴のかかとやつま先に貼る「早期
発見ステッカー｣（黄色、写真下）を作成しました。
　このステッカーは徘徊高
齢者SOSネットワークに登
録されている人に配布して
いますので、声かけなどの
見守りにご協力をお願いし
ます。ステッカーを貼った
高齢者を保護された場合は、
いきいき高齢課またはお近
くの地域包括支援センター
へ連絡してください。
問い合わせ　いきいき高齢課

暮らし 高齢者
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1

伝統守る
まちづくりの製造業
西條合資会社

4
Made in Kawachinagano

1もうもうと上がる白い湯気の中、蒸した米をほぐす蔵人たち　
2（写真右から）「吟醸原酒」、「僧房酒」、「奥河内古代米酒玄理」。
僧房酒は月50本の限定販売で毎月抽選になるほどの人気商品　
3第10代蔵主の西條陽三さん　4タンクでの仕込み作業の様子

※市ブランド産品「近里賛品かわちながの」の認定申請を随時
受け付けています。条件など詳しくは産業政策課へ問い合わせを。

　

地
酒
「
天
野
酒
」
を
醸
造
・
販
売

す
る
市
内
唯
一
の
酒
蔵
「
西
條
合
資

会
社
」。
高
品
質
米
・
山
田
錦
を
自

家
精
米
し
、
南
部
杜
氏
が
匠
の
技
で

醸
し
上
げ
る
―
―
。
画
一
化
・
機
械

化
が
進
む
業
界
に
あ
っ
て
、
同
社
は

伝
統
的
な
手
法
で
地
酒
の
醍だ

い

醐ご

味み

で

あ
る
個
性
を
守
り
続
け
て
い
ま
す
。

　
「
新
し
い
技
術
も
大
切
で
す
が
、

酒
造
り
の
根
本
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

変
わ
っ
て
い
く
の
が
普
通
だ
か
ら
こ

そ
『
変
わ
ら
な
い
』
の
が
『
新
し
い
』。

続
け
て
い
く
こ
と
で
人
の
心
に
残
り
、

そ
れ
が
文
化
に
な
り
ま
す
。
私
た
ち

も
食
の
文
化
遺
産
の
一
つ
を
担
っ
て

い
け
れ
ば
」。
蔵
主
の
西
條
陽
三
さ
ん

の
言
葉
に
も
力
が
こ
も
り
ま
す
。

　

天
野
酒
の
始
ま
り
は
古
く
に
さ

か
の
ぼ
り
ま
す
。
か
つ
て
同
酒
を

造
っ
て
い
た
の
は
天
野
山
金
剛
寺

で
、
１
２
３
４
年
に
酒
造
り
が
行

わ
れ
て
い
た
と
さ
れ
る
文
献
の
記

録
が
。
天
野
酒
の
名
が
登
場
す
る

の
は
そ
の
後
で
、
中
世
の
僧
侶
の

日
記
な
ど
に
は
「
天
野
比
類
無
し
」

「
美
酒
言
語
に
絶
す
」
と
た
た
え

る
言
葉
が
し
た
た
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
戦
国
時
代
に
も
名
だ
た
る
武

将
が
好
ん
だ
こ
と
で
知
ら
れ
、
な

か
で
も
豊
臣
秀
吉
は
同
寺
に
良
酒

醸
造
に
専
念
す
る
こ
と
を
命
じ
た

ほ
ど
。
し
か
し
、
時
の
流
れ
と
と

も
に
寺
で
の
酒
造
り
は
廃
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
流
れ
を
く
み
江
戸
時
代
に

誕
生
し
た
同
社
が
昭
和
46
年
、
寺

の
許
可
を
得
て
天
野
酒
を
継
承
。

代
表
銘
柄「
吟
醸
原
酒
」を
は
じ
め
、

平
成
６
年
に
は
文
献
を
も
と
に
当

時
の
製
法
を
再
現
し
た
「
僧
房
酒
」

を
復
活
さ
せ
た
ほ
か
、
市
内
産
の

古
代
米
を
原
料
に
府
立
大
学
と
共

同
開
発
し
た
「
奥
河
内
古
代
米
酒

玄く
ろ
ま
ろ理
」
は
同
24
年
、
市
ブ
ラ
ン
ド

産
品
の
一
つ
に
。
ま
た
、
酒
造
り
の

過
程
で
出
た
米
粉
や
酒
粕か

す

で
、
バ

ウ
ム
ク
ー
ヘ
ン
や
焼
き
ね
ぎ
味
噌

な
ど
の
商
品
も
手
掛
け
て
い
ま
す
。

　

近
年
は
、
酒
造
り
以
外
に
も
、

ホ
タ
ル
と
景
観
を
守
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
や
、
新
酒
が
で
き
た
こ
と
を

知
ら
せ
る
杉
玉
づ
く
り
な
ど
に
地

域
住
民
と
共
に
取
り
組
む
同
社
。

２
０
１
８
年
に
創
業
３
０
０
年
の

節
目
を
迎
え
る
老し

に
せ舗
は
、
こ
の
地

域
な
ら
で
は
の
「
唯
一
性
」
を
大

切
に
し
な
が
ら
、
地
元
に
愛
さ
れ

る
「
ま
ち
づ
く
り
の
製
造
業
」
と

し
て
、
こ
れ
か
ら
も
歴
史
を
重
ね

続
け
ま
す
。

12
月
28
日
ま
で
に
納
付
を

■
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
第

４
期
分

　

ま
だ
納
付
し
て
い
な
い
人
は
、

最
寄
り
の
金
融
機
関
や
郵
便
局
、

夜
間
・
休
日
も
取
り
扱
う
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
（
納
付
額
30
万

円
ま
で
）
な
ど
で
納
付
し
て
く
だ

さ
い
。
手
数
料
は
不
要
で
す
。
ま

た
、
安
心
・
簡
単
・
確
実
な
口
座

振
替
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
税
務
課
納
税
係

従
業
員
の
住
民
税
は

特
別
徴
収
で
納
め
ま
し
ょ
う

　

事
業
主
は
、
原
則
と
し
て
従
業

員
の
個
人
住
民
税
を
給
与
か
ら
引

き
去
り
、
納
入
い
た
だ
く
こ
と

（
特
別
徴
収
）
が
法
律
に
よ
り
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
府
と
府

内
全
43
市
町
村
は
、
平
成
30
年
度

か
ら
個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
を

徹
底
し
ま
す
。
詳
し
く
は
府
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.pref.

osaka.lg.jp/zei/alacarte/

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
税
務
課
市
民
税
係

税
金
は
滞
納
せ
ず

正
し
く
納
め
ま
し
ょ
う

■
税
収
確
保
重
点
月
間

　

府
で
は
、
12
月
を
税
収
確
保
重

点
月
間
と
定
め
、
市
町
村
と
連
携

し
、
滞
納
者
に
対
す
る
徹
底
し
た

催
告
や
財
産
の
差
し
押
さ
え
な
ど

を
行
い
、
納
期
内
に
納
税
さ
れ
た
人

と
の
税
の
公
平
性
を
確
保
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
府
南
河
内
府
税
事

務
所
（
☎
25
・
１
１
３
１
）

国
民
健
康
保
険
の

日
曜
臨
時
窓
口
を
開
設

■
平
日
お
忙
し
い
人
は
ご
利
用
を

と
き　

12
月
13
日
㈰
午
前
９
時
〜

午
後
５
時
30
分

と
こ
ろ　

保
険
年
金
課

内
容　

国
保
の
届
け
出
や
保
険
料

の
納
付
、
納
付
相
談
な
ど

※
必
要
書
類
な
ど
は
問
い
合
わ
せ
を
。

問
い
合
わ
せ
　
保
険
年
金
課

年
金
相
談

　

日
本
年
金
機
構
が
国
民
年
金
や

厚
生
年
金
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま

す
。
た
だ
し
、
正
確
な
支
給
予
定

額
な
ど
は
計
算
で
き
ま
せ
ん
。

と
き　

12
月
８
日
㈫
午
前
９
時
30

分
〜
正
午
と
午
後
１
時
〜
３
時
30

分
▽
３
月
８
日
㈫
に
も
実
施
予
定

と
こ
ろ　

市
役
所

持
ち
物　

年
金
手
帳
、
年
金
証
書
、

年
金
定
期
便
、職
歴
の
分
か
る
書
類

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

問
い
合
わ
せ
　
保
険
年
金
課

平
成
28・
29
年
度
競
争
入
札

参
加
資
格
審
査
の
申
請
を

追
加
受
付

　

市
と
水
道
事
業
で
は
、「
建
設

工
事
」「
物
品
購
入
・
管
理
業
務
等
」

「
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
」
の

一
般
お
よ
び
指
名
競
争
入
札
の
参

加
資
格
審
査
申
請
の
受
付
と
業
者

登
録
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

各
種
業
務
内
容　

下
表
の
と
お
り

審
査
申
請
受
付　

契
約
検
査
課
に

あ
る
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
て
１
月
15
日
〜
21
日
に
一
般
書

留
郵
便
か
簡
易
書
留
郵
便
（
当
日

消
印
有
効
）
で
郵
送
、
ま
た
は
宅

配
便
で
同
課
へ
（
持
参
不
可
）

※
申
請
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
契
約
検
査
課
ま
た

は
経
営
総
務
課

小
規
模
修
繕
工
事
契
約

希
望
者
の
登
録
申
請
を
受
付

登
録
で
き
る
人　

本
市
に
主
た
る

事
業
所
を
有
し
、
競
争
入
札
参
加

有
資
格
者
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い

な
い
人
▽
一
定
の
要
件
あ
り

対
象
と
な
る
修
繕　

契
約
予
定
金

額
が
50
万
円
以
下
の
小
規
模
な
修
繕

登
録
業
種
の
例　

建
具
、
内
装
、

大
工
、
左
官
、
電
気
設
備
、
水
道

設
備
な
ど

登
録
有
効
期
間　

受
付
日
〜
平
成

29
年
３
月
31
日

申
請
用
紙
・
要
領
な
ど
の
配
布　

契
約
検
査
課
で
▽
申
請
書
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

※
登
録
申
請
は
契
約
検
査
課
で
随

時
受
け
付
け
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
契
約
検
査
課

信
用
保
証
料
補
助
制
度
の

ご
利
用
を

　

市
の
小
規
模
資
金
や
府
の
融
資

の
一
部
（
経
営
安
定
資
金
な
ど
）

を
受
け
た
事
業
者
に
対
し
、
支
払

わ
れ
た
信
用
保
証
料
の
半
額
を
補

助
し
ま
す
（
上
限
額
は
一
律
15
万

円
）。
補
助
額
や
条
件
な
ど
詳
し
く

は
問
い
合
わ
せ
を
。

※
信
用
保
証
料
支
払
い
後
、
６
か

月
以
内
の
申
請
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
　
産
業
政
策
課

平
成
28
年
度
給
食
用
物
資

納
入
業
者
の
登
録
申
請
を
受
付

登
録
申
請
受
付　

１
月
18
日
〜
22

日
に
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
へ
（
郵

送
不
可
）

※
申
請
用
紙
の
配
布
は
12
月
14
日

〜
22
日
と
１
月
７
日
〜
15
日（
土
・

日
・
祝
日
を
除
く
）
▽
時
間
は
午

前
９
時
〜
午
後
４
時
。

問
い
合
わ
せ
　
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
（
☎
55
・
６
４
１
１
）

業　種 内　容

建設工事 土木、建築、舗装、設備、塗装
などの建設工事

物品購入・
管理業務等

事務用品、電化製品、車両、燃料、
日用品、食料品、衣料などの販
売、印刷、建物管理、機械類保守、
各種計量などの業務、リースなど

建設コンサ
ルタント等

建設コンサルタント、建築設計、
測量、補償コンサルタント業務
など

税
金

保
険
・
年
金

事
業
所

西條合資会社
1718年創業。酒蔵の前には高野
街道が通り、古い建物も残る。
営業時間　平日午前９時～午後
５時（土日祝日午前10時～）
※酒蔵見学は１月下旬～３月中旬
の土曜日（要予約▷有料）。
長野町12-18　☎55-1101
http://www.amanosake.com/
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■
キ
ラ
キ
ラ
ね
っ
と
か
ら
の
申
し

込
み
（
11
月
30
日
か
ら
）

Ｐ
Ｃ
サ
イ
トhttp://k-kira.jp

携
帯
サ
イ
トhttp://k-kira.jp/m

※
携
帯
サ
イ
ト
は
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
（
下
図
）
か
ら
。

問
い
合
わ
せ　

あ
い
っ
く
（
☎
50
・

４
６
６
４
、
℻
50
・
４
６
６
５
）

サ
ポ
ー
ト
ブ
ッ
ク

「
は
ー
と
♡
」
の
会

　

支
援
の
必
要
な
子
ど
も
の
様
子

な
ど
を
記
入
し
、
育
ち
の
経
過
を

園
や
学
校
な
ど
に
伝
え
、
支
援
を

つ
な
い
で
い
く
た
め
の
サ
ポ
ー
ト

ブ
ッ
ク
「
は
ー
と
♡
」。
保
護
者

同
士
で
交
流
し
な
が
ら
、
記
入
の

ポ
イ
ン
ト
や
工
夫
点
、
活
用
方
法

に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

対
象　

就
学
前
の
子
ど
も
を
持
つ

保
護
者

と
き　

１
月
８
日
㈮
午
後
２
時
〜

４
時

と
こ
ろ　

あ
い
っ
く

定
員　

40
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み　

12
月
８
日
か
ら
電
話

で
あ
い
っ
く
へ
（
受
付
は
午
前
10

時
か
ら
）

問
い
合
わ
せ　

あ
い
っ
く

（
☎
50
・
４
６
７
１
）

赤
ち
ゃ
ん
タ
イ
ム

　

乳
幼
児
と
わ
ら
べ
歌
や
手
遊

び
、
絵
本
な
ど
を
楽
し
み
ま
す
。

対
象　

１
歳
以
上
の
子
ど
も
と
そ

の
保
護
者

と
き　

12
月
17
日
㈭
・
１
月
21
日

㈭
①
午
前
10
時
20
分
〜
11
時
（
１

歳
児
向
け
）
②
午
前
11
時
20
分
〜

正
午
（
２
歳
児
向
け
）

と
こ
ろ　

図
書
館

定
員　

各
10
組
（
先
着
順
）

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

問
い
合
わ
せ　

図
書
館

（
☎
52
・
６
９
３
３
）

子
ど
も
の
健
康
教
室
・

相
談
い
ろ
い
ろ

■
も
ぐ
も
ぐ
教
室

対
象　

市
内
在
住
で
生
後
５
か
月

前
後
の
子
ど
も
の
保
護
者

と
き　

12
月
９
日
㈬
、
１
月
13
日

㈬
午
後
１
時
15
分
〜
２
時
45
分

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

内
容　

離
乳
食
（
生
後
５
〜
８
か

月
頃
）
の
正
し
い
与
え
方
な
ど

定
員　

15
人
（
先
着
順
）　

申
し
込
み　

電
話
で
同
セ
ン
タ
ー
へ

■
か
み
か
み
教
室

対
象　

市
内
在
住
で
生
後
９
か
月

前
後
の
子
ど
も
の
保
護
者

と
き　

１
月
15
日
㈮
午
後
１
時
30

分
〜
３
時

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

内
容　

離
乳
食
（
生
後
９
〜
18
か

子
ど
も
・
子
育
て
総
合

セ
ン
タ
ー
あ
い
っ
く
の
催
し

※
場
所
の
記
載
の
な
い
も
の
は
、

あ
い
っ
く
で
開
催
し
ま
す
。

❶
子
ど
も
の
自
尊
感
情
を
高
め
る

方
法
〜
ハ
ッ
ピ
ー
子
育
て
講
演
会

＆
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
〜

　

ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
教
育

実
践
研
究
所
所
長
の
金き

む 

香か

百ゆ

合り

さ
ん
の
講
演
で
す
。

▼
対
象　

市
内
在
住
者
（
子
ど
も

は
同
室
で
参
加
可
）　

▼
と
き　

12
月
14
日
㈪
午
前
10
時
30
分
〜
午

後
０
時
30
分　

▼
定
員　

30
人

（
抽
選
）　

❷
親
子
フ
ラ
ダ
ン
ス
・
キ
ッ
ズ
フ

ラ
ダ
ン
ス
体
験

市政と関連情報 モックル生活ガイド

▼
対
象　

市
内
在
住
で
①
未
就
園

の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者
、
②
年
少

〜
小
学
生　

▼
と
き　

12
月
20
日

㈰
①
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
②
午

前
11
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分　

▼
定
員　

①
15
組
②
20
人
（
抽
選
）

❸
ね
ず
み
ち
ゃ
ん
の
お
は
な
し
会

　

親
子
の
た
め
の
わ
ら
べ
う
た
や

絵
本
を
紹
介
し
ま
す
。

▼
対
象　

市
内
在
住
の
お
お
む
ね

１
歳
６
か
月
〜
２
歳
６
か
月
の
子

ど
も
と
そ
の
保
護
者　

▼
と
き　

12
月
24
日
㈭
午
前
10
時
30
分
〜
11

時　

▼
定
員　

10
組
（
抽
選
）

❹
親
子
の
絆
づ
く
り
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
赤
ち
ゃ
ん
が
き
た
！
」

　

第
１
子
を
育
児
中
の
母
親
同
士
で

情
報
交
換
や
仲
間
作
り
を
し
ま
す
。

▼
対
象　

平
成
27
年
８
月
１
日
以

降
生
ま
れ
の
市
内
在
住
の
第
１
子

と
そ
の
保
護
者　

▼
と
き　

１
月

18
日
㈪
・
25
日
㈪
、
２
月
１
日
㈪
・

８
日
㈪
午
後
１
時
〜
３
時
（
４
回
シ

リ
ー
ズ
）　

▼
定
員　

14
組

❺
ひ
と
り
親
家
庭
の
情
報
交
換
会

▼
対
象　

ひ
と
り
親
家
庭
の
情
報

が
欲
し
い
人
、
ま
た
は
ひ
と
り
親

家
庭
で
育
児
中
の
保
護
者
と
小
学

6
年
生
以
下
の
子
ど
も
（
保
護
者

の
み
の
参
加
も
可
）　

▼
と
き　

12
月
13
日
㈰
午
前
10
時
30
分
〜
正

午　

▼
当
日
直
接
会
場
へ

❻
実
家
が
遠
い
マ
マ
の
交
流
会

▼
対
象　

実
家
が
遠
い
保
護
者
と

就
学
前
の
子
ど
も
（
保
護
者
の
み

の
参
加
も
可
）　

▼
と
き　

12
月

15
日
㈫
午
前
10
時
30
分
〜
正
午　

▼
当
日
直
接
会
場
へ

❼
マ
マ
ｃ
ａ
ｆ
ｅ
手
作
り
ク
リ
ス

マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

　

親
子
で
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し

ま
し
ょ
う
。

▼
と
き　

12
月
25
日
㈮
午
前
11
時

〜
正
午　

▼
当
日
直
接
会
場
へ

❶
〜
❹
の
申
し
込
み　

は
が
き
か

フ
ァ
ク
ス
に
親
子
の
氏
名
（
ふ
り

が
な
）、
子
の
生
年
月
日
、
性
別
、

第
何
子
か
、
住
所
、
電
話
番
号
、

子
育
て
で
気
に
な
る
こ
と
と
催
し

名
を
記
入
し
て
12
月
９
日
（
必

着
）
ま
で
に
あ
い
っ
く
（
〒
586
ー

０
０
１
５
本
町
24
の
１
ノ
バ
テ
ィ

な
が
の
北
館
５
階
）
へ

★地域の子育て 集いの広場
就学前の子どもと保護者が集まり、自由に遊んだり交流したり
する場所です。会場や内容など詳しくは問い合わせを。

◉子育てわいわいルーム
場所 開催日 問い合わせ

三日市公民館 12月９日㈬ ☎ 62-6155
千代田公民館 12月 18日㈮ ☎ 55-1125
加賀田公民館 12月 25日㈮ ☎ 62-2116

※時間は午前 10時 30分～正午▷駐車場には限りがあります。

◉つどいの広場
場所 開催日

①ふぁんふぁーれ
　三日市
☎ 63-7242

毎週火・木・金曜日と12月７日㈪・14日㈪・
21日㈪午前10時～午後３時30分
12月14日㈪は「けいこ先生のリズム遊び」（午
前11時30分～）、24日㈭は「オリジナルクリス
マスリース作り」（午前10時30分～）をします。

②ほのぼのルーム
　大矢船
☎ 62-3501

毎週月・水・木曜日午前10時～午後３時
12月18日㈮は「お芋ほりを楽しもう」をします（午
前10時～正午▷先着６組▷参加費100円▷要予約）。

◉福祉委員会・自治会主催の遊びの広場

地域 開催場所

川上（清見台） 楠清会館  

美加の台 美加の台老人第１集会所

南花台 南花台南集会所

南花台３丁目 南花台UR第２集会所２階

南青葉台 南青葉台自治会館

松ケ丘 松ケ丘公民館（老人常設集会所）

北青葉台 北青葉台自治会館

木戸東町 木戸東５番集会所

小山田（荘園町） 荘園町自治会館

千代田小学校区 千代田公民館

緑ケ丘 サニータウン自治会館

高向小学校区 高向公民館

楠翠台地区 楠翠台集会所

旭ケ丘地区 旭ケ丘集会所

鳴尾地域 鳴尾自治会館
※開催日・時間の詳細は子ども・子育て総合センター あいっく
（☎ 50-4664）まで。

　11 月１日にあいっくで開催した「ぐ
るぐるマルシェ」には約 340 人の来場
者があり、持ち込まれた子ども服 2,308
着のうち 1,908 着の持ち帰りがありまし
た。次回は、来春開催の予定です。
問い合わせ　環境衛生課　

子
育
て

月
頃
）
の
正
し
い
与
え
方
な
ど

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み　

電
話
で
同
セ
ン
タ
ー
へ

■
離
乳
食
・
幼
児
食
相
談
会

対
象　

市
内
在
住
で
離
乳
期
か
ら

就
学
前
の
子
ど
も
の
保
護
者

と
き　

12
月
18
日
㈮
、
１
月
29
日

㈮
午
前
９
時
40
分
〜

と
こ
ろ　

乳
幼
児
健
診
セ
ン
タ
ー

（
フ
ォ
レ
ス
ト
三
日
市
内
）

内
容　

管
理
栄
養
士
と
歯
科
衛
生

士
に
よ
る
相
談

定
員　

各
６
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み　

電
話
で
保
健
セ
ン

タ
ー
へ

問
い
合
わ
せ　

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
55
・
０
３
０
１
）

障
が
い
者

障
が
い
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

あ
か
み
ね
の
催
し

　

場
所
の
記
載
の
な
い
も
の
は
、

障
が
い
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
あ
か
み

ね
で
開
催
し
ま
す
。

①
ウ
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
１
５
〜
み
ん
な
で
唄
お
う
音

楽
の
祭
典
〜

と
き　

12
月
12
日
㈯
午
前
10
時
〜

午
後
３
時

内
容　

ク
ラ
ブ
・
教
室
の
発
表
や

ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
ラ
イ
ブ
、
昼

食
コ
ー
ナ
ー
な
ど
▽
作
品
展
は
12

月
８
日
〜
12
日
に
開
催

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

②
「
ち
ょ
っ
と
で
」
〜
ク
リ
ス
マ

ス
夕
食
作
り
〜

対
象　

市
内
在
住
の
精
神
障
が
い

者
保
健
福
祉
手
帳
所
持
者

と
き　

12
月
14
日
㈪
午
後
４
時
〜

７
時

定
員　

10
人
（
抽
選
）

参
加
費　

３
０
０
円

③
電
車
で
行
こ
う
〜
天
神
橋
筋
商

店
街
の
散
策
と
読
売
新
聞
大
阪
本

社
の
見
学
〜

対
象　

市
内
在
住
の
障
が
い
者
手

帳
所
持
者
と
そ
の
介
護
者
▽
ペ
ア

で
参
加
を

と
き　

12
月
18
日
㈮
午
前
９
時
〜

午
後
５
時
▽
集
合
は
河
内
長
野
駅

改
札
前

定
員　

５
組
（
抽
選
）

※
交
通
費
、
食
費
な
ど
の
実
費
が

必
要
。

②
③
の
申
し
込
み　

12
月
10
日
ま

で
に
同
セ
ン
タ
ー
へ

問
い
合
わ
せ　

障
が
い
者
福
祉
セ

ン
タ
ー
あ
か
み
ね
（
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子ども服リユース事業
ぐるぐるマルシェが大盛況

子育て 障がい者
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　11 月 15 日、河内長野の商工業などの魅力を
多くの人に知ってもらうためのイベント「奥河内
One Love フェスタ」が奥河内くろまろの郷と花
の文化園で開催されました。２つの会場では歌や
ダンスのパフォーマンス、税金クイズなどがあっ
たほか、模擬店やフリーマーケット、地場産品の
販売店、ものづくり体験のブースが設けられるな
ど、来場者は大いに楽しんでいました。

❶ロープの結び方を学ぶ子どもたち　❷～❻初期消火、救出・救助など各種訓練の様子

　地域防災総合訓練が11月１日、赤峰市民広場で
あり、自主防災組織や関係機関など 68団体から約
1000人が参加しました。
　訓練は巨大地震が発生し震度６弱の揺れがあった
との想定で実施。初期消火や救出・救助、応急処置、
トリアージのほか、搬送、バケツリレーなど16種目
の訓練が行われました。また、会場にはロープの結
束や煙などの体験コーナーも設けられ、来場した人た
ちは防災・減災への意識を新たにしていました。

いざという時に備えて
地域防災総合訓練

❷❸ ❶

商工をテーマに奥河内を楽しむ
商工祭「奥河内 One Love フェスタ」

Photo new
s kaw

achinagano

消防士になれた楽しいひと時
消防フェア

　11月７日、消防本部で消防フェアが開催され、約400
人が来場しました。会場では、はしご車への搭乗体験
やロープ綱渡りなどのちびっこ消防士体験、AED（自
動体外式除細動器）講習や消防車両の展示コーナーが
設けられました。また、子どもたちが防火服を着て消防
車と一緒に記念撮影をしたり、放水体験をするなど消防
士とふれ合う場面も多く見られ、会場に訪れた参加者
は楽しみながら消防への関心や理解を深めていました。

❶消防士も普段訓練しているロープ綱渡りを体験　❷消防
士と一緒に放水体験

　河内長野駅前から三日市町駅前で10月25日、高野
街道まつりが行われました。市を南北に縦断する街道
沿いに残る歴史・文化遺産などの魅力をPRしようと、
市観光協会などで組織する実行委員会が中心となって
様々なイベントを実施。来場した人たちは、両駅間を
歩いてスタンプラリーを楽しみながら、ステージやイ
ベントを巡ったり、フリーマーケットや物産市などで
目当てのものを買い求めたりしていました。

にぎわい復活  いにしえの道
高野街道まつり

❶

❶

❷

❷

スポーツで楽しく健康増進
市民健康スポーツラリー

❶スポンジテニスを体験する参加者
❷お玉に乗せたボールを運ぶユニークな競技も

　「河内長野市健康の日」（11月第２日曜日）の８日、
市民総合体育館で市民健康スポーツラリーが開催され、
家族連れなど約1100人が参加しました。
　この日は雨天のため、規模を縮小して屋内のみの実
施となりましたが、参加者は様々なスポーツや体力測
定などに挑戦。また、ダンスやバトン、合気道などの
演技発表のほか、健康についての展示も行われ、体力
づくりや健康管理への意識を高めていました。

❻ ❺ ❹

まちの話題をお届けします


